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「環境公共推進プロジェクト」＜西北地域県民局＞ 

「山・川・海の恵みに感謝！」 

水と大地の探検隊（中泊町立中里小学校）の開催について 

 

 

 このことについて、山（森林の保水能力）、川（頭首工、用排水機場などの農業水利施設）、

海（漁港施設）における見学や体験を通じて、健全な水循環を守り、豊かな地域資源を将来に

引き継ぐことの大切さを理解するための体験学習を、中泊町立中里小学校５年生を対象に下

記により開催しますので、取材してくださるようお願いします。 

 

記 

 

１ 日 時 令和４年 10 月６日（木）8時 30 分～12 時 00 分 

 

２ 場 所 中泊町 中里地域（別紙行程及びコースルートのとおり） 

 

３ 内 容 別紙実施要領のとおり 

      ※コロナ感染防止対策として、プログラムを簡素化して開催することとし、

別紙要領のうち、漁港施設、風力発電施設は資料配布のみ。 
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「環境公共推進プロジェクト」＜西北地域県民局＞ 

「山・川・海の恵みに感謝！」水と大地の探検隊 

（中泊町立中里小学校）  実施要領 

 
１  目    的 

山（森林の保水能力）、川（頭首工、用排水機場などの農業水利施設）、海（漁港
施設）における見学や体験を通じて、健全な水循環を守り、豊かな地域資源を将来
に引き継ぐことの大切さを理解する。 

 
 
２  実施主体（主な関係者） 
（１）青森県西北地域県民局地域農林水産部 
（２）水土里ネット十三湖（十三湖土地改良区） 

 
 
３  開催日時 

令和４年 10 月６日（木）8:30～12:00 
 
 
４  開催場所 
   中泊町（中里地域） 
 
 
５  参 加 者 
   中泊町立中里小学校５年生、22 名 
 
 
６  活動計画 
（１）森林の保水能力体験学習【山】 

ア 場所 
  ・若宮機場（中泊町田茂木）  
イ 目的 

 ・森林内土壌と砂・土の模型を使用して、森林の保水能力を体感しながら、森
林の大切さ及び森林と農業用水の関わりを理解する。 

 
（２）農業水利施設等の見学及び ICT トラクタ・ドローンの見学【川】 
 ア 場所 

（ア）芦野頭首工＜右岸＞（中泊町中里） 
（イ）武田地区用水パイプライン（中泊町中里） 
（ウ）若宮機場（中泊町田茂木） 

イ 目的 
（ア）農業水利施設が有する役割、農業が有する多面的機能を理解する。 
（イ）自動給水栓などを活用したスマート農業や水路のパイプライン化による 

効率化・省力化された営農を理解する。 
（ウ）ICT 大型トラクタ、ドローンを見学し、最新の農業機械による効率的営

農を学習する。 
 
 
 



（３）漁港施設の見学【海】 
  ア 場所  

・日本海北部地区水産環境整備事業現場（五所川原市十三漁港） 
※令和４年度はコロナ対策としてプログラム短縮のため資料配布のみ。 

イ 目的 
    ・漁港施設（魚礁）が育む「海が育てる漁業」の役割を理解する。 
 
（４）山・川・海の水循環・「環境公共」の学習 
  ア 場所 
    ・若宮機場（中泊町田茂木） 
  イ 目的 

・山・川・海の水循環システムと県で取り組んでいる環境公共について、紙芝 
居で学習する。 

 
（５）その他 

①魚とのふれあい 
   ア 場所 
     ・若宮機場（中泊町田茂木） 
   イ 目的 
     ・近傍の農業水路に生息する魚類とのふれあいを通じて、魚が棲める環境を

保全することの大切さを理解する。 
 
  ②風力発電施設の見学 

ア 場所 
     ・中泊町中里地域 

   ※令和４年度はコロナ対策としてプログラム短縮のため資料配布のみ。 
イ 目的 

     ・中泊町の立地特性を生かした、環境負荷の少ない再生可能エネルギーを使
用し発電する風力発電について学ぶ。 

 
  ③地産地消 

ア 内容 
     ・地元である中泊町特産品である十三湖産「シジミ」を、中泊町で食す。 
   イ 目的 

・ 地産地消について学ぶ 
『地産地消』 
地域で生産されたものをその地域で消費することであるが、地域で生

産されたものを地域で消費するだけでなく、地域で生産された農産物を
地域で消費しようとする活動を通じて、農業者と消費者を結び付ける取
組であり、これにより、消費者が、生産者と『顔が見え、話ができる』関
係で地域の農産物・食品を購入する機会を提供するとともに、地域の農
業と関連産業の活性化を図ること。 

      ※令和４年度はコロナ対策として昼食前にプログラム終了のため中止 
 
７ 詳細行程等 
（別紙）コースルートのとおり 



No. 時間
所要
時間
(分)

移動
時間
(分)

場　所 内　容 説明・作業分担 備　考

8:30

8:45

15

9:00

9:25

10

9:35

9:55

15

・森林の恵み・役割説明、森林の保水力実験等 ・津軽森林管理署　金木支署

・若宮機場の役割及び十三湖地区ほ場整備工事等 ・十三湖土地改良区、農道ほ場整備課

・水循環システムの説明 ・十三湖土地改良区

・ICT活用トラクタの展示 ・十三湖土地改良区

・排水路生息魚類とふれあい体験 ・十三湖土地改良区

10

11:50

12:00

トイレ有

「環境公共推進プロジェクト」＜西北地域県民局＞
「山・川・海の恵みに感謝！」水と大地の探検隊（中泊町立中里小学校）

行程表

月日：令和４年10月６日（木）
時間：8:30～12:00

1 15 中里小学校 集合＆開会式
小 学 校 挨拶　中里小校長
実施主体挨拶　西北県民局地域農林水産部

2 25 芦野頭首工 芦野頭首工(右岸)&取水口見学 十三湖土地改良区

3 20 ほ場整備武田地区
武田地区ほ場整備
用水パイプライン・自動給水装置見学

十三湖土地改良区

トイレ有

10:10

11:40

小 学 校 講評　中里小教頭
実施主体挨拶　十三湖土地改良区

閉会式＆解散

4 90 若宮機場

5 10 中里小学校



「環境公共推進プロジェクト」＜西北地域県民局＞

「山・川・海の恵みに感謝！」水と大地の探検隊（中泊町立中里小学校）

コースルート

日 時：令和４年10月６日(木) 8:30～12:00

参加者：中泊町立中里小学校 ５年生22人

④若宮機場

②芦野頭首工（右岸）
③武田地区ほ場整備

用水パイプライン

①⑤中里小学校

①

②

③

④




